平成19年度「女子高校生夏の学校～科学・技術者のたまごたちへ」　参加報告

男女共同参画委員会

以下のように、文部科学省、他が主催の平成19年度「女子高校生夏の学校～科学・技術者のたまごたちへ」が開催された。

日程　平成19年8月16日～18日（2泊3日）

場所　国立女性教育会館　（埼玉県比企郡嵐山町菅谷728番地）

主催　文部科学省、独立行政法人国立女性教育会館、男女共同参画学協会連絡会、
　　　　日本学術会議 科学と社会委員会 科学力増進分科会
　対象　科学技術の分野に興味・関心のある女子高校生100名

　趣旨　科学者・技術者との対話、交流を通して女子高校生が科学技術分野に自分の新しい可能性を見出すことをねらいとする。

　本学会もこの後援団体として参加し、男女共同参画委員会からも以下のように企画委員、実行委員を出して、実験、ポスター展示などを行った。

　企画委員　大柴小枝子（京都工芸繊維大）、　　　実行委員　荒川　薫（明治大）

　実験：音声認識実験（担当者：大柴小枝子）　　

　ポスター展示：未来を拓く情報通信技術（担当者：荒川薫）

以下に、この実施内容を報告する。

1 参加状況

最終的に参加した女子高校生は110名である。

2 企画内容

第一日目：

　4名の女性研究者・技術者による講演が行われた。本学会から推薦した三菱電機情報技術総合研究所の河東晴子氏も講師となった。

第二日目：

　音声認識実験に14名の女子高校生が参加した。マイクからパソコンに自分の音声を入力し、音素による音声波形や周波数成分の特長の違いを検討してもらったり、音声認識ソフトを実際に使って、その使用感を体験してもらった。

　ポスター展示では、産総研が開発したアザラシ型ロボット「パロ」を借りてきて展示した。実際に動かし、触角センサーやマイクロフォンにより応答することなどを説明した。

第三日目：　

　女子高校生と研究者との交流の場で、情報系進学希望の女子高校生の質問に対応した。
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                     　　　　　　音声認識実験の様子
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電子情報通信学会のポスター展示とロボット「パロ」を触る女子高校生達

